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　市は毎年、市政の振興や発展などに
力を尽くした人や団体を表彰する市政
功労者表彰式を行っています。今年は、
7月1日に柳川庁舎で実施。長年、市
議会議員や行政区長を務めた人や、市
に多額の寄付をした人、公共的な団体
の役員を務めた人など、27人、2団
体を表彰しました。表彰した人や団体
は次のとおりです（敬称略）。
■永年在職
▷市議会議員在職 20 年＝緒方寿光
▷行政区長在職 15 年＝原田博、松藤博司、山田利幸、
内田成彦、相浦武▷同 10 年＝江口賢治、金子準

ひとし

、髙
田英樹、古賀幸弘、古賀重治、山崎勝敏、石橋満雄、
阿志賀文雄、古賀光幸▷市選挙管理委員会委員在職
10 年＝中村博文▷柳川市市民協働のまちづくり事業
選考委員会委員在職 10年＝加留部貴行、鈴木登美子
■市の公益のため多額の金品の寄付
▷福祉事業のための寄付＝松本勝男▷教育の振興発展
のための寄付＝（公財）緒方記念科学振興財団（理事

長緒方巧）▷小中学校への布マスク（1 万 1000 枚）
寄贈＝田中染工場（代表取締役田中孝司）
■市の公益および振興発展に尽力し功績顕著
古賀政文（柳川商工会議所専務理事）、伊藤法博（柳
川北部土地改良区理事長）、大薮盛

せ い し

詞（筑後東部第 2
期土地改良区副理事長）、龍利

としみつ

水（柳川南部土地改良
区副理事長）、藤木安夫（同副理事長）、内田成彦（両
開公民館長）、古賀澄雄（市交通安全協会副会長）
■市民の模範と認められる行為
荒巻静子（市観光ボランティアガイド）

市政功労者27人、2団体を７月１日に表彰

市政発展への功労者を表彰
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　人口減少による少子高齢化の進行で、全国的に空き
家や空き地が増加し、大きな社会問題となっています。
空き家や空き地の管理は、所有者の責任です。
　昨年度、市に寄せられた空き家に関する相談件数は
33 件。空き家は、屋根や壁の落下、雑草の繁

は ん も

茂、湿
気によるカビの発生、不法侵入、放火の恐れなどさま
ざまな問題を生じさせ、地域住民の安全を脅かします。
また、適正に管理されていない空き家や空き地が原因
で、近隣住民や通行人に被害が生じた場合、損害賠償
を請求される場合があります。
●適正な管理を　月に 1回ほどの定期的な点検や手入
れ、大雨や台風、地震などに備えた点検、荷物の整理
などを行い、空き家や空き地を適正に管理しましょう。

●権利関係の整
理　居住中から
空き家になった
ときのことを考
え、相続や遺言、
相続不在者につ
いては、司法書士
などの専門家に
相談しましょう。
●活用の検討を
　人が住んでいない家は、早く傷むため不動産業者へ
相談し、売却や賃貸などの「活用」を検討しましょう。
【問】市生活環境課環境係（☎77・8485）

お盆などの家族が集まる機会に相続など権利関係の整理を

空き家や空き地は適正に管理しましょう
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　市観光協会は、観光ガイドを募集しま
す。研修があるので未経験者も歓迎。柳
川観光をみんなで盛り上げませんか。
●応募資格　16歳以上、市内外不問
●応募方法　住所、氏名、携帯電話番号、
メールアドレスを記載して同協会事務局
（info@yanagawa-net.com）へ送信
【問】同協会事務局（☎73・2145）

観光ガイドを募集

市公式サイト
（観光課）
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